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信
託
・
銀
行
機
能
の
融
合
で

さ
ら
な
る
総
合
力
を
発
揮

─
─
昨
今
、
信
託
銀
行
を
と
り
ま
く

環
境
も
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
が
、

日
本
唯
一
の
専
業
信
託
銀
行
と
し
て

銀
行
機
能
と
信
託
機
能
の
相
乗
効
果

を
ど
の
よ
う
に
図
り
、
信
託
銀
行
ら

し
さ
を
発
揮
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か

　

こ
れ
ま
で
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き

た
信
託
銀
行
ら
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
あ
り
方
を
し
っ
か
り
と
継
承
し

な
が
ら
、
今
後
も
専
業
信
託
銀
行
と

し
て
の
路
線
を
走
り
続
け
て
い
き
た

い
。「
信
託
銀
行
ら
し
さ
」
と
は
何

か
と
い
え
ば
、「
顧
客
本
位
の
受
託

者
精
神
」
と
「（
新
た
な
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
開
発
等
に
挑
戦
す
る
）
進

取
の
精
神
」
の
二
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
精
神
を
ベ
ー
ス
に
、
顧

客
の
ニ
ー
ズ
や
経
済
環
境
の
変
化
に

応
じ
て
、
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
開

発
し
、
収
益
構
造
の
転
換
や
事
業
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
多
様
化
を
実
現
し

て
い
く
。
そ
の
た
め
に
も
、
高
度
な

利
益
相
反
管
理
態
勢
の
も
と
で
、
信

託
・
銀
行
機
能
の
融
合
に
よ
る
総
合

力
を
発
揮
し
、
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
提
供
が
不
可
欠
と
考
え
て

い
る
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
マ

ー
ケ
ッ
ト
環
境
の
悪
化
な
ど
、
金
融

・
経
済
環
境
の
不
透
明
感
や
不
確
実

性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
。
そ

う
し
た
な
か
で
、
今
年
５
月
に
は
、

景
気
変
動
や
市
場
変
化
に
も
影
響
さ

れ
に
く
い
、
持
続
的
か
つ
安
定
的
な

成
長
モ
デ
ル
を
確
立
す
べ
く
、
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
を
含
む
新
中
期

２
０
１
１
年
４
月
に
発
足
し
た
三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ま
で
本
邦
唯
一
の
専
業
信

託
銀
行
グ
ル
ー
プ
と
し
て
信
託
銀
行
ら
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
。

貸
出
業
務
で
は
国
内
大
手
銀
行
の
一
角
を
占
め
、
資
産
運
用
・
管
理
、
不
動
産
、
証
券
代
行
な
ど
の
信

託
・
財
産
管
理
業
務
で
は
業
界
ト
ッ
プ
を
ひ
た
走
る
。
今
年
５
月
に
は
「
第
２
の
創
業
」
を
謳
う
中
期

経
営
計
画
を
発
表
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
変
革
を
模
索
し
て
い
る
（
編
集
部
）。



建
替
え
・
新
設
ニ
ー
ズ
に

銀
行
が
貸
出
攻
勢

　

低
金
利
下
で
も
銀
行
貸
出
が
全
体
的
に
伸
び
悩

む
な
か
、
医
療
・
介
護
向
け
融
資
は
地
域
銀
行
で

年
間
５
％
の
伸
び
を
示
す
な
ど
好
調
を
維
持
し
て

い
る
。
足
も
と
で
は
自
制
気
味
の
銀
行
カ
ー
ド
ロ

ー
ン
や
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
ロ
ー
ン
と
異
な

り
、「
実
需
に
対
応
し
、
世
間
の
批
判
も
な
い
た

め
、
積
極
融
資
に
な
り
や
す
い
」（
銀
行
ア
ナ
リ

ス
ト
）。
し
か
も
、
一
般
事
業
会
社
の
売
上
債
権

に
あ
た
る
「
報
酬
債
権
」
は
、
国
が
定
め
る
価
格

体
系
に
基
づ
き
支
払
わ
れ
る
た
め
、
キ
ュ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
も
保
証
さ
れ
、
医
療
・
介
護
事
業
者
は

「
取
り
は
ぐ
れ
リ
ス
ク
が
少
な
い
優
良
顧
客
」

（
銀
行
関
係
者
）
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
地
域
銀
行
が
新
規
出
店
す
る
と
き
、
低

金
利
で
あ
っ
て
も
ロ
ッ
ト
の
大
き
い
医
療
向
け
の

融
資
案
件
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
見
栄
え
よ
く

〝
化
粧
〞
し
て
貸
出
残
高
を
積
み
上
げ
て
い
る
よ

う
に
み
せ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
話
だ
。

　

と
は
い
え
、
医
療
分
野
と
介
護
分
野
で
は
、
融

資
の
内
情
は
や
や
異
な
る
。
医
療
分
野
で
は
、
国

の
方
針
の
も
と
、
今
後
、
病
院
数
の
増
加
は
見
込

め
な
い
が
、
病
院
の
建
替
え
ニ
ー
ズ
は
着
実
に
存

在
す
る
。
１
９
７
０
〜
80
年
代
に
病
院
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
が
あ
り
、
順
次
、
建
替
え
時
期
を
迎
え
て
い

る
か
ら
だ
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
に
は
団
塊
世
代

が
75
歳
以
上
と
な
る
な
ど
、
超
高
齢
社
会
の
到
来

で
、
従
前
の
急
性
期
医
療
か
ら
回
復
期
・
慢
性
期

医
療
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃

せ
な
い
。

　

一
般
に
、
病
院
で
は
１
病
床
当
り
２
０
０
０
万

円
の
資
金
ニ
ー
ズ
が
発
生
す
る
と
い
わ
れ
、
建
替

え
時
に
は
数
億
円
以
上
の
融
資
も
期
待
で
き
る
。

し
か
し
、
病
院
側
は
優
良
顧
客
で
あ
る
こ
と
を
盾

に
金
利
引
下
げ
を
求
め
る
傾
向
が
常
態
化
し
、
利

ザ
ヤ
は
薄
い
。
ま
た
、
患
者
の
利
便
性
を
考
え
る

と
、
現
在
の
通
院
圏
内
に
い
か
に
代
替
地
を
確
保

す
る
か
も
悩
み
の
種
だ
。
70
年
代
に
開
業
し
た
病

院
経
営
者
に
は
相
続
問
題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
相
続
対
策
の
提
案
は
欠
か
せ
な
い
。
融

資
に
と
ど
ま
ら
ず
総
合
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

力
も
問
わ
れ
て
く
る
。

　

一
方
、
介
護
分
野
で
は
、
超
高
齢
社
会
の
到
来

で
、
介
護
ニ
ー
ズ
の
さ
ら
な
る
高
ま
り
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
、「
今
後
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
な
ど
の
介
護

系
施
設
の
新
規
建
設
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
」

（
り
そ
な
銀
行
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
部
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
滝
口
悠
一
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
）。
た
だ
し
、
地
元
の
土
地
資
産
家

が
相
続
対
策
で
自
ら
の
土
地
に
介
護
系
施
設
を
建

て
、
施
設
運
営
者
に
貸
し
出
す
こ
と
も
多
く
、
金

利
競
争
が
過
熱
化
。
１
％
を
大
き
く
下
回
る
金
利

２
０
２
５
年
に
は
、
１
９
４
７
年
〜
49
年
生
ま
れ
の
「
団
塊
の
世
代
」
が
大
挙
し
て
75
歳
以
上

と
な
り
、
５
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
、
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
超
高
齢
社
会
の
到
来
で
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
の
高
ま
り
が
一
層
期
待

さ
れ
る
な
か
、
医
療
・
介
護
向
け
融
資
の
残
高
も
順
調
に
伸
び
て
い
る
。
し
か
し
、
建
築
費
の

高
騰
や
人
材
不
足
、
報
酬
改
定
な
ど
、
業
界
を
と
り
ま
く
リ
ス
ク
要
因
が
顕
在
化
し
、
積
極
融

資
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
始
め
た
。
金
融
庁
も
注
意
深
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
方
針
だ
。

リ
ス
ク
が
急
速
に
意
識
さ
れ
始
め
た

医
療
・
介
護
向
け
融
資

成長の岐路を迎えつつある医療・介護産業。民間金融
機関の積極的な貸出姿勢は継続するか。
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「
目
的
を
も
っ
た
対
話
」の
促
進
で

企
業
と
投
資
家
の
相
互
理
解
を
深
め
よ 

「
目
的
を
も
っ
た
対
話
」の
促
進
で

企
業
と
投
資
家
の
相
互
理
解
を
深
め
よ 

「
議
決
権
個
別
開
示
元
年
」の
総
括
と

今
後
の
課
題

野
村
証
券
　エ
ク
イ
テ
ィ
・
リ
サ
ー
チ
部

シ
ニ
ア
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
　西
山
　賢
吾

「議決権個別開示」の現状と課題

議
決
権
行
使
を
容
易
に
す
る

環
境
づ
く
り
が
進
む

　

17
年
６
月
開
催
の
株
主
総
会
で
は
、

株
主
が
議
決
権
を
行
使
し
や
す
く
す

る
環
境
づ
く
り
が
よ
り
進
ん
だ
。
東

京
証
券
取
引
所
上
場
の
３
月
期
決
算

会
社
の
定
時
株
主
総
会
開
催
日
を
み

る
と
、
17
年
の
集
中
日
は
６
月
29
日

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
集
中
率
は
29
・

６
％
と
な
り
、
デ
ー
タ
を
さ
か
の
ぼ

れ
る
83
年
以
降
で
過
去
最
低
と
な
る

と
と
も
に
、
初
め
て
30
％
を
下
回
っ

た
（
図
表
１
）。
さ
ら
に
、
株
主
総

会
上
程
議
案
を
会
社
法
上
の
規
定
で

あ
る
２
週
間
前
よ
り
も
早
期
に
株
主

に
送
付
す
る
企
業
の
数
や
、
株
主
に

招
集
通
知
を
発
送
す
る
よ
り
も
早
く

ウ
ェ
ブ
上
に
上
程
議
案
を
公
表
す
る

企
業
の
数
も
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
企
業
が
株
主
総
会
上
程
議
案
を

早
く
示
す
こ
と
で
株
主
が
議
案
を
精

査
す
る
時
間
を
確
保
し
や
す
い
よ
う

に
配
慮
す
る
流
れ
が
一
段
と
進
ん
で

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
、

議
決
権
行
使
に
か
け
る
時
間
が
限
ら

れ
て
い
る
機
関
投
資
家
に
と
っ
て
、

上
程
議
案
が
早
く
わ
か
る
こ
と
は
有

用
で
あ
る
。

　

図
表
２
は
分
析
対
象
企
業
が
臨
時

報
告
書
で
開
示
し
た
主
要
議
案
の
賛

否
結
果
の
集
計
結
果
で
あ
る
。
機
関

投
資
家
の
議
決
権
行
使
個
別
開
示
が

始
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
行
使
基
準
が

従
来
以
上
に
厳
し
く
な
る
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
買
収
防
衛
策

や
退
職
慰
労
金
贈
呈
議
案
に
対
す
る

賛
成
比
率
は
他
の
議
案
に
比
べ
相
対

的
に
低
い
。
そ
の
一
方
、
他
の
主
要

議
案
の
賛
成
比
率
は
90
％
を
超
え
て

い
る
な
ど
、
16
年
と
比
べ
賛
否
の
動

向
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
よ
う

に
み
え
る
。
な
お
、
分
析
対
象
企
業

の
な
か
で
、
定
款
変
更
議
案
の
上
程

を
株
主
総
会
前
に
撤
回
し
た
企
業
が

１
社
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
よ
り
詳
細
に
分
析
す
る

と
注
目
す
べ
き
変
化
が
い
く
つ
か
み

ら
れ
る
。
ま
ず
、
会
長
や
社
長
等
の

「
経
営
ト
ッ
プ
」
の
取
締
役
選
任
議

案
へ
の
賛
成
比
率
で
あ
る
。
16
年
６

月
の
株
主
総
会
で
は
、
経
営
ト
ッ
プ

２
０
１
７
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
株
主
総
会
は
、
５
月
に
改
訂
さ
れ
た
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
︵
Ｓ
Ｓ
コ
ー
ド
︶
に
お
い
て
、﹁
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
﹂
ベ
ー
ス
で

機
関
投
資
家
に
対
し
個
別
企
業
、
個
別
議
案
ベ
ー
ス
で
の
議
決
権
行
使
結
果
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
注
目
度
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
く
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
機
関
投
資
家
に
よ
る
議
決

権
行
使
結
果
の
個
別
開
示
の
初
年
度
を
総
括
し
、
今
後
の
注
目
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
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